














































































































































































多摩の野草 


白花のカタクリ 


③ 


ュリ科 

白花 0) カタク U 撮影：宮城六郎 

9弁のカタク U 撮影：宮城《 了- 

多摩には、カタタリの自生地がまだか 
なり残っている。これは、地上に顔を出 
している問が2か H しかないためで、こ 
のような花は、スプリング•エフエメラ 
ル（春の短い命）と呼ばれる。しかし、 

插子が発芽•して花をつけるまでに7〜8 
年程かかり、実のところたいへん長寿命 
の花なのである。 

ごくまれに白い花のカタクリも見られ 
る。アルビノといわれ、出現する確率は 
数万分の1と推定される。 s 弁のカククリ 

径5 cm ほどの6弁花は、多少細0に見 
える3枚が本来の花びらで、残りはがく 
片にあたる。根気よく探すと、6弁以外 
の花も見付かることがある。 

こうした、変わり花に出会った時の嬉 
しさは、いうに言われぬものである 0 


宮城六郎と自然写真の会 
















えくてびあんレポート 


私の出逢った鳥たちの 
そして鳥の言葉たち 








水边にたたずみながら、あるいは木の枝に休みながら。飛び立つ前のほんのひと時の靜鉍の中に、 

鳥たちはいったい何を兄ているのだろう。 

卨田二三夫氏（柴崎 BI ) のレンズが擷らえる酐鳥たちの姿は、•様に何かを語っているかに見える。 

そのたたずまいは、詩人と呼ばれるヒトのそれに酷似して V ゝるように感じるのは気のせいか。 

かつて人が烏に話しかけ、話しかけられていた時代があったとしたら、私たちはいつからその n 葉を忘れてしまったのだろう。 

尚田氏の祝線に便梁し、しばし、その3葉を思い出してみたい。 



アオサギ_ 

克日橋上 m 



イソシギ 

多學川 • 择岛供付近 


ダイサギ • コサギ•ユリカモメ 

多牵川 • 浅川舍流点 




カワセミ 

多！*川 • 日野橘上度 


マ匕ワ 

多摩川-立日檎上浼 




コサギの籌れ 

浅川合澈^ 



マガモ 

多库川 • 日野供上流 


； _ A 

urn 年生まれ： tAT . 鱗 _• 
*4 典戈 • ネ岛曲利 u よる“ワミネ 
ゴ ，本格的 
夕活利 r 枱ぬケ . 衿！!約抚色々他 
於ずる中•ご 1 自然力本，め : feL 



さはそ介 t 地にれ.む杏:こしか知ひ 
えない j とい'芩:之に至り.以來 
多嘩川を中心:！：したの描ぢ、 

• 1 : -：■ - .. . 丨 ノ 「'い 

破 h ていろ： mmm -^2： 
会れ . ^njs mm 
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重からず、軽からず。 
描くべきは「強鞑」な線 




♦菊田臥躲(きく芒がりよう）：本名 • 孝 g 。1 M 8 年函館生まれ。早 
稻田大学卒。出版社勤務を経て、1979年よ0日本窖人連盟 • 麥務局 
長として12年勤務。この間、会 S •石田衹湖先生に多大な影靨を受 
け、害を学ぶ。日本咨人两 • 山綺大抱賞 （81 年)、桑原翠邦賞 （88 
年)、比田幷南谷 W (89 年）の各賞授賞。無 E 査となる，日本 《Aii 
盟会舀•木西会同人•五人展同人•臥®窟主宰*酋士晃町6丁目在住。 
♦立抖啓介：月列えぐてびあん颺策人 


1 時間 ① 


菊田臥龍さん 

-書道家一 

「字は人を語る j という言葉は、今、 
どれだけ有効なのだろうか，そう云え 
ば、現在の日本人は正座して机に向か 
い、筆をもつということをしなくなっ 
た。文字の表情を隠すというよりも無 
視しているに近い。今年の1月から2 
月にかけて立川市中央図軎館内におい 
て、わが街に住むある*道家の作品展 
「杏は自然よリ肇む J が催された C 整 
然と並ぶ咨棚の間を縫うように展示さ 
れた「文字 J のインパクトに、本を探 
す人たちは皆、足を留めた。それはひ 
との描く文字が、何かを発していると 
いうことの証しであった a 新シリーズ 
「この人と1時間 h 第1回目は斉道 
家•菊田臥龍さん（富士見町6 丁目> 
にご登場いただいた c 図畜館を訪れる 
人々の足を留めた、その張本人である。 


冃刊 • え<てびあん-立川と語ろろ • 立川に生きよラ 


1997 


I (月 I 回発行） 通巻153号 


寿 司 

由 

柴梅町 2-2-8 

022-3733 

阉関田 

酒店 

柴 2-2-17 

024-2960 

カフルストランほまれ屋 

|柴货町 2-4-1 5 

026-2232 | 

フアツ为ンハウス ぼまれ屋 

1荣箱町 2-4-1 5 

025-2788 | 

I オーロール嫌きたて立川店 

雜印 2-4-1 5 

027-9473 

北京大飯 

店 

榮 II 町 2-4-19 

022-6393 

な な 

や 

柴筠叨 2-4-22 

0254980 

ぼだい 

樹 

柴崎昭 2-4-18 

«28-0556 

| 田中星美堂薬局 

柴梅町 2-5-3 

«22-3913 

菊 ill 

固 

柴《印 2-5-6 

«26-2035 

caf 6 コ □ 

ラド 

柴»町 2-5-8 

ft 26,2285 

| マエダ文具 

| _ 崎® 2-6-2 

025-6584 | 

| 中華料理みよし 

柴箱印 2-10-21 

»25-3873 

石原薬 

局 

柴崎町 2-10-3 

023-4067 


ラ•パン八 

柴«印 2-3-3 _»24-58〇0 

ユウ都市企画 

轚崎町 2-3-1 3 _〇28-2566 

マイ ガィ/ \ウス M 两〇茲 
柴綺印 2-3-6 _〇26-0148 

キャノン m ショップ 

嫌町 2-3-6 028-1501 

E ティ•ストァ はなむら 
柴«印 2-3-9 _»22-2491 

ブティック II ツチ 
槩崎町 2-3-10 _〇28-2054 

コ マツ ホーム 
柴 It 印 2-4-6 —奶 -5811 

明茶キャリー 
轚綺印 2-4-7 028-2630 


かみゆい処 

わ 

柴 It 町2+8 

»22-8202 

芹沢ガラス店 

柴崎町 2-4-8 

O 22-3065 

小室 

國 

柴綺町と 4-8 

»22-2894 

ビジネスホテルクボタ 

柴崎町 2-12-23 

TT 22-1122 

いなげや立 JII 南口店 

榮 町 2-12-24 

行26-2947 


輪 輪 館 

楽埼町 M 2-17 »22-8100 


びあん 


ゃらふ 

人がゐて、街があります 
• # あなたがゐて、立川があります， 

/ そこにちょっとだけ，えくてびあん/ 

* リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 



手遗〇のお弁当 <りや 
嫌蚊+3 _»23-2590 

立川高等技芸学院 

柴崎町 2-9-4 _»22-3424 

スタジオ269 

柴崎町 2-8 _¢274269 

a 烹紀ノ 川 

柴的町 3-4-3 _〇25-5825 

ボン•クラージエ 
柴« 邸 3-5-2 025-2179 


か つ 

mnm^-2 


東京相和銀行立川支店 

荣崎町 3-6-17 _»22-2171 

東京都民銀行立川支店 


窜 

025-7647 


ヨシダ黄金属店 

柴«町 3-5-4 _ 022-2448 

イスパニスタ 

榮货印 3-6-3 _«22-2969 

京梅立川兩口店 

柴崎町 3-6-2 _»21-4640 

あさひ銀行立川支店 

柴埼町 3-6-29 _ 022-4161 

ブックスしんあい 

柴场町 3 -H _»27-6701 

ロッテリア立川南口店 
柴綺町 3-1-3 _ 022-3928 

コン77ノン•城立川店 

嫌町 3-4-2 _ 027-741 3 

サンカメラ 

柴崎印 3-7-22 022-3336 


榮崎町 3-9-21 

022-7107 

松山堂薬 

局 

荣 1•町 3-13-25 

322-2550 

こむろ酒 
莱《 町 3-14-3 

店 

022-2613 

笠并紙 

店 

肇 H 町3+7 

»22-8601 

矢沢歯 

科 

*鲰町3普2 

〇25>6600 

| あら井館 K 本店 

W 町 2-5-1 2 

022-2957 

サヴィ 

二 

•B2-7-10 

025-1662 

| 二木のパン 

|» 町 2-6-4 

022-2278 

| 霣士銀行支店 

1 W 町 2-4*6 

»24-3121 

| 日の出屋本店 

1 曝印 2-?-18 

022-3308 

I れコ HI.W グーシ••ハウス 

■8D2-3-7 

025-2588 

大晋商 

事 

W 印 1-23-9 

025-3110 

I リーセントパークホテル 

1 * 士見町 2-1-8 

026-3111 



首都圏に拡がる 


とみん銀行 


#らしに、に 
お^に立つ上う 
努力しています0 






•京の祐奠から蜗入小处，香りのグッズまで擊 
ハラエティーシヨッブ 

ジョイフルブラザ 

JR 立川駅南口諏訪通り 329-2772 


U ; H . 迄が百たない「とよく秀われ心か.そんなこと 
6笨荊 c 哭店して f 実に步冬逢めているスベイン料 
タパスが好例たシ：フの茸.泉辰雄さん（写25由央） 
字•校车茱後.敗風#^ ST 史さ.スペイン料透の紡力 
つかれて念饼のみ H 目を出した. 

当初は？ンテタノム：:ホヒこラーな和 Hf を700円韵谤 
し T いたか.れは f 落^んの底辺を眩けるため埃 
夕方6時から.沿 -3 ，た栈讲てお客さん仍舌を1茶袜さ 
る 

すめはパエリアの m (イカスミ、きのこ 


t ソーセージ:それそれ2〜3入粒で 2)5 t ? 辦”た，か.午倚が 
ら時間をかけてとるダシ rH で衆さんの后! t こす〇とろ 
スベインハムれ *1 た：？パスの:じ】届 ：90 GFi ；. こ‘ v し玲し 
いところては羊の貼みそのムニエル（丨パ M 円）、表面はカリ 
/としていて口の中てとけ U つな逸品をス八イン座の•フイ 
ンやン三り 一; S と共に咪わうのも格別 •， 

そのほか，日兹リて : 味〇友るタハス流のスペイン里かふ 
しみの店。おおよその予耳としては. 一 A ： 3.110 DR 幻戍ゲいて 
と--5たろうか.な4..令巧からスヘィンの S ; 茂穿めよさを 
取り入れて新局面を切り開きたいと蘇込む：:窆さんだ- 





I 



立并さつきお窀を訪ねたら•い 

つ t 仕^場に居り i すつてこちら 

を教えてくださ<1て。私，-* i - rli {豕 

のお部 W というのは初めて fMJ つた 

んですが* W 能さん•ここでいつ 

も過ごされてるわけですか** 

菊田ええ•メシを ft う時 rl 外は 

はと/ V どここにい i 十 rllMrl も A 

i り人らない(笑)" 

立并じゃあ四六時中ここで「井 

いて」ばかり？ 

菊田いやいや：も t , ろん®くた 

めの^ IW ですけどね•ずるずるテ 

レビなんか «. て過ごすより U ' こ 

こにいた方が愉 I いというか”女 

だちがよく米るんです it ど、ここ 

の火鉢 M / U で•热悦いてね(又'-; 

お tt 子®いて炊んだり•そんなこ 

tL てるんですよ ♦ 

立并そもそも、狄能さんと*と 

の出会い U いつ^なんですか。 

菊田親父が卞をやっていた4で 

すょ、«がちっちゃぃ時に* 

立#お父さんもやつばり®{豕だ 

-〇たんですか。 

菊田そうです M 初は背寮官 


だつたんですけどその時に始め 
て0その後は»道热をやつてて‘‘、 
あの、北洵 ifi っていうのは**が 
多かつたんですよ。 

立#ああ、北海道つてそういう 
空 H があるんですか"知らなかつ 
たなあ • 

菊田ええ0浩宮さまに教えてた 
*© 先生、終職^念 U に%年武道 
館の K 笼碑を赛かれている«:了先 
生•それから Is の師匠だ C た.41田 
柄湖!) t 生も北海 is 。 そういう形で 
ずいぶ4出ているものですから， 

父もそういう形 81 を受けてたんで 
しようね。案瞭や-〇たのは三十才 
を過 r てからですけどね* 

立井私、習い^つていうのが力 
ラッキシ苦手なんですが.三十を 
過ぎて9?•フつていラとど•フいう» 
い方をするちんなんですか。 

菊田例えばここ<:いろんな本が 
ありますけれども，全邮これ法 W 
<はうじ1う> なんです。それか 
VT « i 本。古いものなんで十けどね。 
if 通はこれを光生が»いて•その 
字を«うわけですが‘戌らの場八3 

は先牛の卞は I 切 S わず、手引き 

だけをしてもらう•当然嵌初はこ 

んなの兄ても解るわけない.けど、 

»くうちにだんだ4解つてくるん 

ですよね • 

立弁ああ、ただ??うんではなく 

「 H い"」を«う" 

菊田そう•何が基本： g なものか • 

そうでないらのか**これをやつて 

ごらん、これを兒てごらん t か。 

そうするのが^生なんですね。 

立并それは•般的にそういう» 

え方なんですか，この世界は。 

菊田いや•啟通はや-〇ぱり自分 

の； T を; , J わせる方が衆なんじやな 

いですか”弟子が d 分よりうまく 

なる取はないですか4<笑、俠の 

場合•よく帥 C . から S われたのは、 

こんな： H いかはいけないのかもし 

れませんけど「乞食は罪にならな 

いが泥棒は^になる。 L か L # の 

lit 界では•乞6:;±何の役|:1立た 

ない*もらつてはいけない。 - C 分 

で盗め/ 

立井あ—*なるほどねえ* 

菊田よく写しちやいけないつて 

S いますよね： I 度»きしちやい 

けないとか♦そういうのは全然な 

い。袋文字〇ていつて手本!:あて 

紙あててね•なぞつてみたりとか《 

间でもや〇ちやう4です。タブ— 


はない，勉強には.それで自分の 
ものになればいいんですから。死 
ぬまで袋文字 C やちよつとまずい 
ですけど(笑 ♦ 結：； T ある®度の 
年 Mr にな-5て始めると•必ず癖が 
ついてますよね US の場八2はまず， 
その僻を取るところから始まるん 
ですよ" 

立并 L か L 、 三十年杏いてれば 
三十年の癖がついてるわけですか 
ら、それを取る LJ なると、こり T -* 
かなりしぶといでしよぅ • 

菊田 telr F 本を H 分の方に引 
きつけるんではなく，0分から手 
本に近づくわけですから。当然そ 
れは.癖を取る^1:なるわけです* 
その上で自分の涸性がでればいい 
わけですよね" 

立并今、個性のお SS が出ました 
け#1£，£んな泄界で&級糾は、 
初心者は初心者の個性があるで I 
よぅ•でも•それが№1性かとい•フ 
と突は速つてて，»においてもや 
っばり何か本格的な WI 性っての•か 
ある/ L じやないんですか？ 

菊田淡らは•躲 H が全てを決定 



1 屋風 


存は 8 T この名フレ—ズをつく 
ずく味わえる 時 ^とな r た。だが 
#といつても案汴に良く、变化に 
苗んでいるものだ。 33 T の初旬く 
らいまで*#はもうすぐそこまで 
来ている*という風な文を«聞や 
»誌で見かけたが•存は204 日 
の r > r .* J にその#を ffl けている。 
3 月 5 H は laFlfiJ であ〇た。下 
ilj には接がほころび • 4 H に人る 
と存は熟れてきて•むしろ晚舂の 
色合いが濃い令进時紀を眺めてい 
たら「春の班邪」<:は他の^節の 
風邪とは连ラ-ーユアンスがあると 
S いてあつた◊冬の風邪と違つて* 
それほど厳しくはなく*どこかゆ 
つたりとしている55じがある。咲 
か <な 9 X きた H 1 ざ L のなかで W 
S があるといラ•高浜 dl r r の句に 
「确にも色あらば货や*の a 邪」 

とある。 M 邪に色を «. 出す K 族が 
はかにいるだろうか ♦同じ a 時 3 d 
に 「# eJ と*る•明るくうきた 
つ咎なのに，ふつと哀愁をおばえ 
ることがある。はつきり t した憂 
«ではなく•あてどない物思いの 
ような u « ちをいうとある"フラ 
ンス热の「アン-ーユィ W とやや似 
ていよラか♦存には屯が鳴くとも 
いう。屯 {: は声带がないので哦く 
ことはありえないけれども、それ 
でもかすかな声を出すという.人 
問侧の感じ方からでた笤葉で* る 
にちがいない。そういえば、存の 
夕みなど•どこからともなく W と 
ら1れ / J 声をかすかに聴いた党え 
はないだろうか。 n 木人は •* に特 
別な色を兄出した〇•声を牦いた 

りするらしいのだ。もし本^に ^ 

が1¢くな C 聴きとどめておきたい 

気もしてくる 4 备の風邪まぶた 

のラらのえくてびあん 

(_霉>油曲||男小林蠓史«川|«名|>18真 

山由息子松本わか1大凟霣ス鼻 

|;事〉天好式*? «孅|明并上獄治 

スタジオ269中«棒瓜系綠半 


す&という考えで： g | 強してますね • 
立并あゝ栋の®/ 

菊田 ええ，まず線 H だという n 
£い媒とか' G い31とかあります 
けど、それはもうその方の持つて 
いるのが好い棵であれば、姪くて 
も is い/ t ですよ。 

立并轻 さ1:傲して…。 

菊田 いや* 強対な 線ということ 
ですね** K いけれども強靱だ、£ 
いけれど t 強 籾 だ•強い躲だとい 
うこ t ですね ◊ 抒くハッ t 飛んで 
いるようでも.その探の芯がビッ 
と通つてて弛い。それが一番 f 
だと思うんです^ • 

立并ところで臥瓶さんは"? f 手* 
ですか•それ t ももう，長老"で 
すか？ 

菊田 いや、それはド若 f - ですよ* 
立并ド若手 t 笑^ 

菊田畲の Ifr w では、-バ十 t 十は 
ガキのうちつていいますからね。 
七十過ぎてから出来てくるつてい 
ラ芑い方をしますから。 

立并 六十 t 十でガキのうちだと 
した VT ， 相当な道のりですねえ • 

* 田 まあ•年をとつているから 
必ずしもいいつて訳じゃないです 
けど■でも、そのぐらいにならな 
いと Jltlu ないものなのかも L n ま 
せんねえ◊でもそんな事 s <> てら 
れませんか4•いつ死ぬかわから 
ないんだから <笑)•こつちはどん 
W / V * いてますけれど* 

立井例えば小説家なんかだと* 
七十八十になつて*ける AU そん 
なにいない。過去の作！： g があるか 
ら小说家でいられるんで-でも答 
逍つていうのはある* r Ht * する 
エネルギーが耍るでしよう？ 

菊 田ま*，エネルギ—を使<<て 
«いてるうちはダメみたいですね" 
立 # あ、工、外/ V ギ—硖つ - r ちゃ 
ダメ？ 

菊田 ええ。僕，亡くなった石田 
先牛からはよく「君の字は»苦し 
い «- つて ！ m われてたんです*普苦 
L いつてのは•つまり^待ちが強 
すぎて ， a る人•か. ft がつまるよラ 


な感じなんじやないんですかね- 
6分で0分の悪口を a うのもあん 
まり而白くないけど{笑〇中々1¢ 
らないんですよ、10年以上も！！：じ 
* ln われてましたね* 

立井う一ん • I a の1経み」の 
ようなものが出るといいつてこと 
で L ようか® 

菊田 「蛭み J というか，無駄な 
力が抜けるというんですか" W の 
力を技いて、うまく*こうと思わ 
ないつていラか。に、5\持ち 
と^が一致寸る*と。そういう 
ことだと思いますけどね" 

立并無駄な力を抜いて、しかも 
芯の ii った強ぃ Sr 
菊田ええ。あの•在で上々の k 
のは「ィセンヒツゴ」つていラん 

ですね。 

立并ィセンヒッゴ？ 
菊田そう*兹溉の意、それが宄 
にあつて取は後についてくる"^ 
持ちが先に酌いて，それで後に笨 
がついてくる t いうことです e 变 
にうまい人は奉が先にいつちやう • 
立弁その「意」なんですけどね、 
どういう心«ちなんですか、 S く 
時-〇ていうのは。 

菊田はんとに，できたなつて思 
う時は何も^えてないですね。 

立并ははあ、そうすると意先* 
後の「念先 J も越えちやうわけだ0 
菊田 う—ん、どうで L ようねえ® 
先生から K められたことは滅多に 
なかつたんです It ど，1回か2网 
「ま*こ/ L なもんだろう」つての 
が•番の褒め1日葉でした{芰>。 
立并ああ、先生が「こんな t/t 
だろう j t いう時は相当«めてる 
ことなんですね{笑〇 
菊田だと思いますね(笑 r 何十 
枚も吝いて持つていくでしよ*そ 
“兕て「あ—*，二れ汚さなか-〇 


たらまた使えたのになあ」つて， 
そういう g い 方するんですよ 
(笑)。「君のは女郎の恋文だ」と 
かね。 

立并女郎の恋文/,それはきつい 
(笑)。でも、1牲の激晚なんでし 
ょ？先生からの6 

菊田漱励にはとれなかつた•あ 
れは <夹> ••••でも•いい先生で 
Iたよ❶帥匠つてい-〇ても•侠‘ 

H 谢払つたことないんですよ。芋 
伝いに來いつて H われて、逆にお 
金 もら<1てま したから。 

立并あ、そうなんですか* 

菊田ええ。本55迫 >.* 盟で率 
務の仕事をやらせていただいて i 
した。嵌初は弟子入り L よラ とし 
て始めたんですけどね、馬鹿なこ 
ts うなつて。 re、 弟 f* になつた 
ら懊に金払わなきやならない/Iだ 
ぞ J つてね(笑〇先輩後*でいこ 
う、そういう 付合いに L ようつ て 
おつIや r たんでね。それで結問 
姑後まで そういう 杉だ C たんです 
けどね0 

立并接 a の入は弟子を持ちたが 
るもんで L ょう U それを r 5 t # 後 
«」ですか。 

菊田ええ。だから先生は僕のこ 
とを弟子だとは思つてなかつたか 
もしれ ないです けど， 馍はね、帥 
匠は一人 L かいないと思つてるん 
ですね。 

立并その石 FH 先生がつい先 H な 
くなら れた という ことですが、今 
後はどなたを師阡として勉強…* 

菊田いや•もういらないですね • 
立并 WK はいらない？ 

菊田ええ、いらない。「杏は«う 
もんじやない」つてことを >w 2いま 
L たからね。 

立并習い方はもう H つた、と • 

黐09そういう zi で寸ね(笑)。 



輿如苑だより 


桜花ほほえむこの頃、立川に 
も满開の*がやつてまいりま 
した。 ぅらら かな午^^のひと 
とき、輿如苑の^親にお 
でかけください。どなた様も、 
お！^にどぅぞ" 

♦日時 4月19日 (-HJ 
午後2時一 4時 
♦御本 S •兵如^物館をはじ 
めとして、映！：など盛りだく 
さんの用兹がしてごさいます。 



月 


え<てびあん% 


平成九年四月 I 日発行 

発！ C 所えくてびあん！！$工房 

東京都立川市4町 2-I7-5 

杉田ビル 6U. 〒:93 

苺 K 0四二五:(»:*〇〇82 

FAX 〇四 || 五 g 

* 稟発一 fT 人 

立并啓介 

印剃所1大廣社 


I 2 9 7 
















































































































立川® a 為 



絵•文中西章(若菜町) 


【天敵】 


アブラムシに集まる®たち 


生物は皆、自分たちの命をねらう天敵を持 
つています。昆虫を例に とる と"植物の汁 だ 
けを吸って生きる草食昆虫のアブラムシの 
天敵は次の通りです。肉食性昆虫のテントゥ 
ムシ、クサカゲロウ、 ヒ ラタアブ、カマ キ 
リ、寄生，ハチなどです。これらの昆虫も又、 
恐ろしい天敵を持ち’命をねらわれていま 
す。このように自然界は食うか食われるかの 
KI 係でなりたっているきびしい世界です。虫 
たちも、なるべく多くの棰 族を残そうと し 
て、沢山の卵を生むのですが、親になるまで 
の問に天敵に食べられて、®後に残るのは、 
もとの親と同じ数の2匹ぐらいなのです。こ 
れは地球上の植物が限られた数しかないた 
め、昆虫の增えすぎをコントロ —ルしている 
自然の{ I :組みの不思谦な所です。 









